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一般市民対象講習会のお知らせ 
□ 剪定講習会 

 ・日時 平成 29年 2月 16日（水）9：00～12：00 

 ・場所 須恵健康公園管理棟→東沖緑地 

※ 参加定員は 30名（お申込み先着順） 

※ 一般市民向けの講習会ですが、空きがあった場合、会員でも

参加できます。シルバー人材センターにお申込みください。 
 

地域班設置説明会開催のお知らせ 
□ 昨年に引き続き 2月 6日～20日まで、各小学校校区ごとに合

計 11班の地域班を設置したいと考えています。該当者に対して

は案内文を送付しております。出席方をよろしくお願いします。 
 

接遇研修会のお知らせ 
□①日 時  平成 29年 3月 6 日 13：30～ 

  場 所  山陽小野田市民館第 1講義室 

 ②日 時  平成 29年 3月 14日 13：30～ 

  場 所  山陽小野田文化会館（不二輸送機ホール）研修室 

 ※主 催  山口県シルバー人材センター連合会 

       山陽小野田市シルバー人材センター 

 会員であればどなたでも参加できます。2 月末までシルバー人

材センターにお申込みください。 
 

調理補助講習のお知らせ 
厚生労働省山口労働局委託事業 

1 会 場 宇部市総合福祉会館（宇部市琴芝町 2-4-20） 

2 日 時 平成 29年 2月 20日（月）・21日（火）2日間 

      10:00～15：30 

3 定 員 10名（お申し込み順） 

4 受講料 無料 

5 申込期限等 2 月 13 日（月）まで、センター事務局にお申し

込みください。 

 

事業実績（平成 29.1.31現在） 

会 員 数 506 人 （男 369 人・ 女  137 人） 

■ 請負関係 

就業者数 280 人 （男 195 人・ 女  85 人） 

就 業 率 55.3％ （男 52.8％・ 女 6 2 . 0％） 

契約件数 179 件 就業延実人員 694 人 

契約金額 15,156 千円 H28年度累計額 181,166千円 

昨年同月 13,441 千円 昨年度累計額 189,129千円 
 

区 分 平成２８年１月 平成２９年１月 

職 種 件数 契約金額 割合 件数 契約金額 割合 

技 術 0 0 0 0 0 0 

技 能 28 794,859 5.9 55 1,900,909 12.5 

事 務 2 97,313 0.7 3 63,425 0.4 

管 理 18 5,382,549 40.0 15 4,912,717 32.4 

折衝外交 4 453,224 3.4 4 396,557 2.6 

一般作業 60 6,523,041 48.5 92 7,426,572 49.0 

サービス 11 190,524 1.4 10 456,000 3.0 

その他 0 0 0 0 0 0 

計 123 13,441,510 100 179 15,156,180 100 

■ 派遣関係（平成 28年 12月） 

派遣登録会員数 40人 （男 33人・女 7人） 

就業実人員 34人 就業延日人員 419 人 

受注件数 2 件 契約金額 2,335,694円 

Ｈ28年 4月から 12月までの累計契約金額 22,070,712円 

シルバー人材センター後援事業 

みんなでつくる支え合いの地域づくりフォーラム 
～支え合い、いきいきと暮らせる山陽小野田市を目指して～ 

1 日 時 平成 29年 2月 25 日（土）13：30～16：30 

2 場 所 山陽小野田市民館 文化ホール 

3 主 催 山陽小野田市 

4 入場料 無料 

5 参加申し込み方法 2月 16 日（木）までセンター事務局

へ電話でお申込みください。ふるってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者に多い病気】 

                 

□ 慢性的な疾病 

3 糖尿病 

  インスリンの分泌が不足し、血 

糖値が必要以上に上昇する。動脈 

硬化を始め様々な病気につながる場合が多い。 

 インスリンが不足する原因によりⅠ型とⅡ型に分けられる。 

【Ⅰ型糖尿病】子供や若者に多く発症。インスリンがほとんど 

作れない状態。 

【Ⅱ型糖尿病】糖尿病発症者の大半を占める生活習慣病。成人

の肥満体系の人に多く見られる。 

  ヘモグロビン A1c の検査にて数値が高いほど重症と判断す

る。 

（症状）＊口渇 ＊多飲・多食 ＊体重減少 ＊倦怠感 

    ＊皮膚の掻痒感 ＊神経障害 ＊視力低下 ＊多尿 

＊意識障害 ＊腎臓・膵臓・肝臓障害＊傷の回復力低下 

（確認事項）「口渇感の有無」「水分摂取量・尿量の確認」「食欲

の有無」「体重減少の有無」「足先の怪我の有無」「食事制限の実

施状況有無」「冷感意識障害などの低血糖症状の有無」「服薬管

理の状況」「インスリン管理の状況」「血糖測定状況」「血液検査

の状況」「通院状況と医師の指示確認」 

□ 確認は この目この手で もう一度（秋山 美徳）〔平成 28 年度 安全標語最優秀作品〕 

□ 梅のさく 門は茶屋なり よきやすみ （正岡 子規） 

事務局だより 

3 月の配分金支払日：3 月 15 日（水） 

就業相談日：毎月１０日 10：00～12：00（休日は前後します。） 

―1 月入会者紹介― 

 
2346 久保  實 2347 三浦シゲ子 

2348 名和田美代子 2349 丸上 岳志 

    
 

 

 

合計 4 人 

 

【安全就業ニュース】 

1月当センターでは事故数 1件でした。（累計 8件）  

〔事故状況〕・女：65歳 

神社清掃の終了後、石段を下山中、足を滑らせ転倒、左尺骨

骨折。（全治 2週間程度）帰宅まで最新の注意を指導。 

〔県内発生事故状況〕 

1 剪定 男：71歳 松の剪定中、脚立の下から 2段目に足を

載せ背面状態で作業に当たっていて、玉砂利の上に設置した

脚立が滑り、高さ 50㎝位から仰向けに転倒し、庭石に左腕を

強打し骨折した。（左上腕部骨折全治 30日） 

※対策…不安定な体制での作業は避け、脚立の足場は滑りに

くく安定したところに立てるよう指導。 

№10  健康だより  

 

 


